
��
・Excel�のデータを	
/	�として��しながら、��に��を�います。また、 !"の��#も%り'むことができます。
Excelシート�のデータをなぞりながら、0�された�334でソースメータから9:��します。��と��に、	
#・	�#・;<#の

��を�います。 また、��に !"や>? !"の��#も��に%り'みます。またABに%りCけたマルチメータによる����で

K!などの��もMNです。 O P65,000ステップまでのXY��ができます。��Zは、��データをリアルタイム`aします。

・ソースメータbdのリストスイープをfgしてhijkによる mnの��ができます。I-V

・ソースメータbdのスイープrNをsgした��ができます。
	
または	�のスイープrNにより、 mnの��ができます。これにより、ヒステリシスmnが��できます。その��vwを シートI-V Excel

に%'み、yz{に`aを�います。 モデル2430は、パルス��もMNです。bdのスイープ��では、 !"の��#を%り'むことはで

きません。

◆

◆

◆

MS-Excel2007での`a�

WindowsXp/Vista/7
-Excel2002/03/07/10MS
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トプコン�
-8, -9m,BM-9ABM BM

トプコン�
-5A, -5 , -7BM BM AS BM

BM BM-7A, 7fast
トプコン�
SR SR AR-3, -3

- 1, - 1RSR UL SR UL
- 2, -SR UL SR LEDW

SR-NIR,SR-5,SR-5A

コニカミノルタセンシング�
CS-1000A

コニカミノルタセンシング�
CS-200

コニカミノルタセンシング�
CS-2000

コニカミノルタセンシング�
CS LS LS-100A, -100, -110

¨r 、 ©EL LED

ケースレー¬
2400/01/10/20/25/30/40

GP IB-

RS-232C
USB

-GP IB

ケースレーW32-2400 / 3/ 4/ 5IVL IVL IVL IVL
�� , �の��,	
��の��
�EL LED

2400/01/10/20
2425/30/40

BM BM AS BM BM BM BM BM BM-9A-5A, -5 , -7, -7A, -7Fast, -8, -9m,

,SR SR AR SR UL SR UL SR UL SR LEDW-3, -3 , - 1, - 1R, - 2, - は、

トプコン�の
�です。

Model 2400,2401,2410,2420,2425,2430,2440は、
ケースレー の
�です。�

z`¯°：Win : Excel20dows7/8.1/10/11( 32bit or 64 bit) 10/2013/2016/2019/2021(32bit Only)

ケースレー��ソースメータ

LS LS CS CS CS CS-100, -110, -100A, -200, -1000A, -2000は、
コニカミノルタセンシング�の
�です。

ソフトµ¶ GP IB- ボード ¹ºする !" »¼

W32-2400 -RIVL

W32-2400 -NIVL

W32-2400 3-RIVL

W32-2400 3-NIVL

W32-2400 4-RIVL

W32-2400 4-NIVL

W32-2400 5-RIVL

W32-2400 5-NIVL

ラトックシステム

ラトックシステム

ラトックシステム

ラトックシステム

NI�

NI�

NI�

NI�

トプコン�
SR AR,SR UL UL-3,SR-3 - 1,SR- 1R
SR- 2,SR-UL LEDW,SR-NIR,SR-5,SR-5A
BM AS-5A,BM-5 ,BM-7,BM-7A,
BM-7fast,BM-9m

コニカミノルタセンシング�

コニカミノルタセンシング�
CS CS-1000A, -2000

-100A, -200CS CS
-100, -110LS LS

180,000¿

180,000¿

390,000¿

390,000¿

LS LS-100, -110
-100A, -200CS CS

+���/	
���

��に�!"は#まれておりません。

トプコン�
BM-5A,BM-5AS,BM-7,
BM-7ABM7fast,BM-8,
BM-9m,BM-9A



��の����

Windows2000/Xp/Vista
-Excel2000/02/03/07MS

ケースレー¬
2400/10/20/25/30

コニカミノルタセンシング�
LS LS CS-100, -110, -100A

トプコン�
-8,BM BM-9m,BM-9A

トプコン�
-5A, -5 ,BM BM AS
-7, -7ABM BM

トプコン�
-5A( - )BM GP IBCき
7fastBM

トプコン�
SR SR AR-3, -3

- 1, - 1RSR UL SR UL
- 2, -SR UL SR LEDW

SR-NIR,SR-5,SR-5A

コニカミノルタセンシング�
CS-1000A

コニカミノルタセンシング�
CS-2000

GP IB-

コニカミノルタセンシング�ÂgÃYケーブル
- アダプタCきLS ACA15 ( )

 !" にCÆするCS-1000A
ケーブル クロスRS-232C ( )

トプコン��ÂgÃYケーブル

RS-232C ( )ケーブル クロス
9 -9ピン ピン

RS-232C

USBケーブル

USBケーブル

USB

GP IB- ケーブル

É) -5Aは、 ÃYにも¹ºしています。BM GPIB

ÃYÊËのÌÍは、それぞれの��ÎにCÆする%ÏÐÑÒをÓÔください。
パソコンと×��Î3のÃYケーブルは、ユーザÚでごgiください。
 !"をパソコンとÃYするケーブルにつきましては、 !"�ÝÞへおáいâわせください。
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コニカミノルタセンシング�
CS-200

※É1)
-200bソフトで「 」をfgするçâ、コニカミノルタセンシング¬�「èéêëソフトCS

-S10wCS 」ソフトがインストールされ、ìíにz`しているパソコン¯°でのみfgできます。
※É2)

C:\Program files\�ñ「èéêëソフト」がインストールされたフォルダ「 KONICAMINOLTA
\ -S10w Kmsecs200.dll C:\ \CS WINDOWS」にあるファイル「 」を、ùúにシステムフォルダ「
system32 (Windows2000 C:\ \System32)」へコピーしてください。 では、 WINNT

※É)
-2000bソフトで「 」をfgするçâ、コニカミノルタセンシング¬�「èéêëソフトCS

-S10wCS 」ソフトがインストールされ、ìíにz`しているパソコン¯°でのみfgできます。

BM BM AS-5A, -5
-232C ( )RS ケーブル ストレート
-5A 9 25BM パソコンÚ ピン/ bdÚ ピン

パソコンÚ ピン/ bdÚ ピンBM AS-5 9 9



・ を「 」:に;<SW REMOTE-1
・ を「 」:に;<SW OUT-2 D. 5A
・>は?@
を;<G、 のHIを にするか、または、BM ON-5A

ボタンをVします。RESET

RESETボタン

このZ[が、「Calibration」から
「Remode Mode」に^り_るのを`ちます。
(g30sec)
そのG、pソフトによりデータのxりyが
z{になります。

BM-5A ( )のü�� ýのr は、トプコン¬のマニュアルÓÔ

パソコンと !"とのÃYは !"にCÆする%ÏÐÑÒをÓÔして�なってください。

� �を�� の�!"#-5) -5ABM

bソフトをfgして、 !"からのデータ%�するためには、�ず、 !"の「 」キーを�しながら	�をF
にしてください。ÌÍは、 !"CÆの%ÏÐÑÒをÓÔください。ON

パソコンの
ポートへUSB

USBハブ

コニカミノルタCÆの
プロテクト USB KEY-

システムハウス・サンライズCÆの
プロテクト USB KEY-

 !" へCS-2000

KEITHLEY
2400へ

bソフトを��するためには、コニカミノルタセンシング¬�「èéêëソフト -S10w」がインストールされ、ìíにz`が��されていることCS
がú�になります。ただし、「èéêëソフト -S10w」とbアドインを��に�zしてはいけません。CS
また、ÃYには ポートが４ポート��になりますから、�ñのようなÃYを��します。USB

bソフトを��するためには、コニカミノルタセンシング¬�「èéêëソフト 」がインストールされ、ìíにz`がCS-S10w
��されていることがú�になります。 た だし、「èéêëソフト 」とbアドインを��に�zしてはいけません。CS-S10w
【��】
�ñ「èéêëソフト」がインストールされたフォルダ「 」にあるファイルC:\Program files\ \ -S10wKONICAMINOLTA CS
「 」を、ùúにシステムフォルダ「 」へコピーしてください。Kmsecs200.dll C:\ \system32WINDOWS

では、(Windows2000 C:\ \System32)WINNT

� を�� の�!"#-3) -2000CS

� を�� の�!"#-2) -200CS

�-1) $%の�!"#LS LS CS-100, -110, -100A
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� �を�� の�!"#-4) -9BM

BM-9gÂgケーブルを
fgして、パソコンの

-232CにÃYします。RS

BM ON-9の	�を にして、
の���、この� CAL.

が、 が� されていな”E1"

いことを��してください。
が� されていると、“E1"

��ができません。

DIP SW ON. の２¶を にして、
#$を にü�してRS USE-232C

ください。
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�- 	
&'� シリーズの678:;���－１7) TOPCON SR

FUNCTION キーを%�しする。

CHANGE COMM ENTER’ ’キーで を&'し、 で��する。

CHANGE ROTATION RS/ ’ -232C’キーで を&'し、
キーで��する。ENTER

#$パラメータを&'する。

CS OFF-900を にして、
を&'する。‘Normal Type’

Delimiterを
にü�する。‘ + ’CR LF

INTERFACE RSを、 -232Cに;<します。 RS-232Cのプロトコルを;<します。 データ��を、 -5 に;<します。BM AS

FUNCTIONボタンを、２���Vすと、��モードになります。
ボタンで、Z[を��^り_えます。ENTER

��の;<を��に�ってください。��な��は、 -5 に��する�����を ¡してください。BM AS
pソフトの¢<を£¤するときは、 -5 を に;<しておく¦§があります。BM AS HOLD

� の;�"#-6) -5BM AS

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

open

open

open

open

DCD DCD

RXD RXD

TXD TXD

DTR DTR

GND GND

DSR DSR

RTS RTS

CTS CTS

RI RI

RS-232Cクロスケーブルのv(a
�サンワサプライ ケーブル: RS232C (KR-LK2)



�- 	
&'� シリーズの678:;���8) TOPCON SR-5

FUNCTION Remote I/F Type

RS-232C

① ② ③

④ ⑤ Remoteのü�

SR-5/SR-5Aの#$*,
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アドインのZ[\]

bdのスイープrNをfgした ��I-V
ª«¬は­®できません。

この「スイープ」タブが±²されている³に「 」をクリックＳＴＡＲＴ

すると、»¼したスイープ½¾に¿ずきÁÂの;<を�ったG、

スイープをÃ�します。 スイープÄÅG、そのÆÇを Excel�

にxyみます。xyデータは、ÊËのカーソルÌÍから�Î

ÏにÏかって»¼されます。データのxyG、Excelシート�に、

ÐÑÒに�Óを�います。

モデル2430では、パルスÕ¼もz{です。

bdのカスタムスイープrNをfgした ��I-V
ª«¬は­®できません。

この「 」タブが±²されている³に「 」をクリックカスタム ＳＴＡＲＴ

すると、pØのカスタムリストにÙÚされているÕ¼リストに¿づ

いたスイープ¢<を�います。スイープÄÅG、そのÆÇを

Excel�にxyみます。

xyデータは、ÊËのカーソルÌÍから�ÎÏにÏ

かって»¼されます。

モデル2430では、パルスÕ¼もz{です。

Excelデータのリアルタイム��

Excelシートに、Õ¼するÜを��にキー»¼しておい

てください。

この「 Excel」タブが±²されている³に「 」をクリＳＴＡＲＴ

ックすると、Excel�のデータがソースメータから�じÕ¼さ

れ、à³に¢<が�われます。I-V-L¢<を�なうäåは

もこの タブを±²します。Excel

「グラフç」にチェックを�けると、¢<Üのリアルタイ

ム�Óを�うことができます。

HìÕ¼とHíÕ¼をîËしてÕ¼することもできま

す。 このäå、グラフ�ÓÁ{は­®できません。

「ïð¢<Â」にチェックを�けると、Õ¼とà³に

マルチメータなどのïð¢<Âのデータをxりyむこ

とができます。 ただし、モデル 2430でパルスÕ¼を

�うäåは、ソースメータのôð¢<とàõして¢<

を�うことはできません。

O-は、このボタンで、fgするrÎ
の./と、その - アドレスをü�しGP IB
てください。�ñをÓÔください。

※���を$%した 
�は、I-V-L
こ のタブをefします。

I-V-L( - - )kl km ���� の
���

O-に シート�に、��するための	
#または、	�#リストをhiの01にキー2�します。Excel
3 � Ê4に2�するÊËと、5 6 Ê4に2�するÊËがあります。2�#の70は、「 」「 」「 」「 」などhiです。( ) ( ) V mV A mA
�じ��#を9り:し��するçâは、その��#の�ろに<かっこで、9り:し=>を2�します。
>? !を��するçâは、 ?úの では、5 6 Ê4に2�することをお@めします。Excel2003 Excel ( )
bソフトは、ここで2�した��リスト#をなぞりながら	�から��し、そのつど、	
・	�・ !・>? !の��を�います。

3 � Ê4へ2�した�( )

5 6 Ê4へ2�した�( )

�じ��#を9り:し��するçâは、9り:し=>を<カッコで0�します。
�えば、 を =、 を =9り:し��するçâは、�ñのように2�します。2V 50 5V 20
2(50)
5(20)

ExcelÉ)この2�で、 がエラーメッセージを�したçâは、EGにシングルクォーテーション
を2�して、その�ろに>#を2�してください。
【�】

©'2(50)

２ö÷¢<／４ö÷¢<の^_を�います。
¢<Âú�を;<します。

ÁÂの - アドレスを;<します。GP IB

ケーブルガード/ÿ�ガードの±²をします。

Õ¼ の��を�<します。OFF

¢<Âに?@の��を�けます。

�	ö÷を­®するäåにチェックを�けます。

①

ここで、
(�)ÎÏへ»¼した
³は、「�へ」を±²し、
(�)
ÎÏへ»¼した³は、「�へ」
を±²します。

Excelシートに��#リストをキー2�します。
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②
fgする !"の./を&'します。そして、その��KLと��MNをü�します。
× !"のü�MNのÌÍは、 !"にCÆする%ÏÐÑÒをÓÔいただくか、 !"の�ÝÞへおáいâわせください。
また、O2したアドインソフトにより、fgMNな !"がPなりますからごÉiください。

ソフトµ¶ ¹ºする !"

W32-2400IVL

W32-2400 3IVL

W32-2400 4IVL

W32-2400 5IVL

トプコン� BM BM BM BM BM BM-9m,BM-9A-5A, -7, -7A, 7fast, -8,

トプコン� SR SR AR SR UL SR UL-3, -3 , - 1, - 1R,SR-NIR
-5A, -7, -7A, 7fast,BM BM BM BM BM-9m,BM-9A

SR-5,SR-5A

コニカミノルタセンシング�

コニカミノルタセンシング� CS CS-1000A, -2000
-100A, -200, -100, -110CS CS LS LS

CS CS LS LS-100A, -200, -100, -110

このコンボボックスで、 !"の./を&'します。
「 」を&'したçâは、 !"の��は�わず、 mnだけの��になります。Not Used I-V

コニカミノルタセンシング¬� -100AのçâCS

 !"の./を&'し、その��KLをü�します。
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ª«¬を��した -232Cのポート��を�<します。RS
�½¾は、ポート��だけが��z{です。

>の½¾は�<されています。

ここで±²した¢<½¾をª«¬に��し、;<します。
¢<£¤³には;<が�われませんから、¦ず、ここで;<しておいてください。

¢<��を±²します。

コニカミノルタセンシング¬� -100/110のçâLS

���«を±²します。
「 」ではg . 、「 」ではgFAST SLOW1 5sec 2sec
が��のデータxy³���になります。

「モニタ£¤」ボタンをクリックすると、¢<Ü
がこの�に� しZ[されます。

「 」「 ( )」「 ( . . )」PRESET VARI LUMI VARI C C F
「 ( . . / )」から±²します。VARI LUMIC C F

?@!"¿#Üを»¼します。

$!"%&を»¼します。

¢<モードを±²します。

ª«'(¢<の³の「 %¿#Ü」を»¼100
します。

ª«¬との �の*+と、��½¾をª«¬に;<するため、この
ボタンを１«クリックして¢<を�ってください。そのG、¢<を.Åし
てください。��に»¼した¢<½¾をª«¬に;<するためには、
この「モニタ£¤」ボタンをクリックする¦§があります。 ¢<をI-V-L
£¤したときにはª«¬には¢<½¾の;<は/も�われません。
��の¢<½¾をª«¬に;<したG、¢<Üモニタが£¤され、
その¢<Üが0のテキストボックスに� しZ[されます。 も う2«
クリックすると、モニタを34します。
なお、モニタ5は「 」ボタンは67になりますから、モニタを34しOK
たG「 」をクリックしてください。OK

ª«¬に;<されている「?@!"¿#Ü」「$!"%&」「 %¿100
#Ü」を8みyみ、それぞれの�にZ[します。
ÊËの;<Üを*+するために­®します。

¢<Üが「¢<:;オーバ」「Z[:;オーバ」となったäåでも、
シートに「 」とZ[し¢<を>�します。チェックをïすと、Excel OVER

��エラーが@Aすると¢<を5Bします。

C³Ü¢<かピークÜ¢<かの±²をします。

ª«¬を��した -232Cのポート��を�<します。RS
�½¾は、ポート��だけが��z{です。

>の½¾は�<されています。

もし、 -100のE»³õがFく、Fい �Î�しかサポートされてLS
いないäåは、ここにチェックをつけます。
ª«¬の「F」キーをVしながらHIを にしてª«¬ディスプレイON
に'['がZ[されないäåは、Fい �Î�しかサポートされていま
せん。

× !"の%�データを0�します。

I-V��Z、 !"の��#を%�するKLをü�します。
Qい	
#で	�がRさく、STの?UがVWして、
 !"の���3がXくかかるとき、このKLのü�により、
 !"の��をパスすることができます。
また、×ステップ	
��のZúにゼロ��を�い、ST
のキャリアを]�するü�もできます。
ÌÍは、�^④⑤をÓÔ。



コニカミノルタセンシング¬� -200のçâCS

ª«¬に;<されている½¾を8みyみ、このL	にZ[します。

�«モードを±²します。「 」「 」「 」「 」「 」「 」「 」LTD AUTO FAST FAST SLOW SLOW MANU AUTO. S- S-

àõモードを±²します。「Màõ」「àõ」

ファインダシャッタの / を±²します。ON OFF

Z[Qを;<します。「Lvxy」「Lvu'v'」「LvT⊿uv」「 」「λd」XYZ

Z[モードを;<します。「TUÜ」「$V」「Wå」

ここで±²した¢<½¾をª«¬に��し、;<します。
¢<£¤³には;<が�われませんから、¦ず、ここで;<しておいてください。

ª«データのxりyみを、ª«¬pØの「 」ボタンをVすことにより�います。MEAS
¢<5、「 」ボタンがVされるのを`ち�けます。MEAS

\]を±²します。

¢<��を±²します。

ª«¬に;<されている½¾を8みyみ、このL	にZ[します。
ª«¬との �^_の`®としても­®します。

ª«¬のú�を±²します。「 -1000A」CS

�«モードを±²します。「 」「 .」「 .」「 .」AUTO INT EXT MAN

\]を±²します。

¢<��を±²します。

abcdª«のÐÑ�Óを�なうäåにチェックを�けます。

abcdª«データをExcelシートへ»¼するときのの�eき&を;<します。
�eきを「1」に;<すると、abデータは、
380,382,384,386,... となります。

ここで±²した「�«モード」と「\]」は、I-V-L¢<£¤³に、ª«¬にÐÑÒに;<されます。

ª«¬を��した -232Cのポート��を�<します。 �½¾は、ポート��とﾎﾞｰﾚｰﾄだけが��z{です。>の½¾は�<されています。RS

ボーレートを±²します。

コニカミノルタセンシング¬� -1000AのçâCS

ª«¬のú�を±²します。「 -2000」CS

¢<モードを±²します。「�#」「l�」「 」「 」MULTI MANUAL

àõモードを±²します。「Màõ」「ôðàõ」「ïðàõ」

\]を±²します。

ここで±²したª«¬の;<½¾は、¢<�に「ª«¬の;<」ボタンでª«¬に��しておいてください。
I-V-L¢<£¤³には、ここで±²した½¾でª«¬の;<は�われません。

Z[モードを±²します。

ï�け の±²をします。ND

¿#Ü��を�<します。

ユーザ!"Ü��を�<します。

ª«¬のÊËの;<½¾を8みyみ、Z[します。

ここで±²した¢<½¾をª«¬に��し、;<します。

¢<��を±²します。

abcdª«のÐÑ�Óを�なうäåにチェックを�けます。

abcdª«データをExcelシートへ»¼するときのの�eき&を;<します。
�eきを「1」に;<すると、abデータは、380,382,384,386,... となります。

ª«¬を��した -232Cのポート��を�<します。RS
コニカミノルタセンシング�o「$pqrソフト -S10w」ソフトで�<したポート��とàじポート��です。CS
�½¾は、ポート��だけが��z{です。

>の½¾は�<されています。

É) -2000での��を�うためには、コニカミノルタセンシング¬�「èéêëソフト -S10w」がインストールされ、ìíにz`が��されてCS CS
い る¯°でのみz`します。 aいまして、「èéêëソフト -S10w」をコニカミノルタセンシング¬から2bし、パソコンにインストールしたCS
� 、 !"との#$をùúに��しておく��があります。

コニカミノルタセンシング¬� -2000のçâCS

ª«データのxりyみを、ª«¬pØの「 」ボタンをVすことにより�います。MEAS
¢<5、「 」ボタンがVされるのを`ち�けます。MEAS
ただし、abデータをxりyむことはできません。
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ª«¬のú�を±²します。
BM BM AS-5A, -5 のL	

BM-7のL	

BM- A7 のL	

BM-7FastのL	

BM-8のL	
BM-9m,BM-9AのL	

BM-5Aのäåの¢<³�について
がリモートモードで¢<を�うäåのs§³�は、おおよそ��のtになります。BM-5A

・「 」が「 」でx2 ôでの¢<��を�<したäå、g が�z³���になります。3つの にSPEED FAST FUNCTION FUNCTION4sec
またがった¢<��が�<されると、g が�z³���になります。12sec
・「 」が「 」でx2 ôでの¢<��を�<したäå、g が�z³���になります。3つのSPEED SLOW FUNCTION FUNCTION15sec

secにまたがった¢<��が�<されると、g45 が�z³���になります。
ただし、パソコンからの¢<£¤{|が :の}åで6\されるäåが³々@Aするするため、そのäåは、��¢<³��BM-5A
�の、さらに２�または３�の¢<³�を§するäåがあります。

は、g ���での¢<がz{です。BM AS-5 2

pソフトでは、 にUし「 の^_」、「¢<レンジの^_」、「 」�ïの;<は2^�いません。BM BM AS FUNCTION FAST SLOW-5A, -5 /
�いまして、¢<に¦§な;<½¾は、�て、¢<�にユーザ:の�?で�Ñ;<を�っておく¦§があります。
また、¢<Üは のリモートÁ{の��により「 」Üだけになります。BM ABS-5A

※É1)

※É2)

FUNCTIONcに、 へ2�する��MNにチェックをCけます。チェックをCけるMN>にefはありまExcel
せんが、g>の をまたがって��MNを0�すると、��にXくの�3を�しますからÉiがFUNCTION
��です。また、「 」のçâ、 をhiえながらの��は�jませんから、O-にチェックをBM FUNCTION-7
Cけた だけの��になり、:にチェックをCけた の��MNはklされます。FUNCTION FUNCTION

��レンジを0�します。 r によっては、 mにレンジのüを�ないます。( )FUNCTION

��n!を&'します。#íは「 」を&'してください。「 」を&'すると、opに��n!がFAST SLOW
qくなりますから、ごÉiください。��n!につきましては、�rをÓÔください。

スタートZ�の��úに、 のキャリブレーション「?	stuêのv!wì」を�うçâに、チェックBM-5A
をCけます。ただし、キャリブレーションには、 xy!の�3がかかります。ここにチェックをCけずに、40
ùúに、bzで�なっておくことをお@めします。

 !"の./を0�します。( -5A, -5 , -7, -7A, -7Fast, -8, )BM BM AS BM BM BM BM BM-9m,BM-9A

RS-232C �½¾を;<します。
�ポート�ïは、�くのäå、��の;<を��します。

BMシリーズの��KLのü�

 !"とのÃYインターフェースを&'します。

��Z、 !"の��#が%�できなかったçâのリトライ=>を0�します。この=>のリトライを�なっ
ても��#が%�できないçâは、��をZzします。

#$データのデリミタ ターミネータ を0�します。#íは、「 」です。( ) CR

トプコン� シリーズのçâBM

BM-9だけのrN。��ÎÚのエラーにより、��できなかったçâ、そのエラーをklして
:のステップへ|みます。



トプコン� シリーズのçâSR

ª«¬のú�を±²します。「 -3」「 -3 」「 - 1」「 - 1R」SR SR AR SR UL SR UL

¢<モードを±²します。「 」「 」「 」「 」AUTO FREQ MANU SYNC

¢<�を±²します。「 」「 」「0.2」「 」2.0 1.0 0.1

ab®!"%&を­®した¢<をおこなうäåにチェックを�けます。

ª«¬との����の �でab®!"%&(400�)を#めないäåにVします。
このab®!"%&の����には&��の³�を§します。

Excel Excelシートに
に»¼した!"%&をx�します。クリックする�に、 シート�の
カーソルを!"%&の��ÌÍにÍいておく¦§があります。
x�した³�ではª«¬には��されず、「ª«¬への;<Ã�」でª«¬へ��
されます。ただし、「ab®!"%&を­®する」にチェックが�いているäåに��
されます。

ソフトôðの!"%&をExcelシートに
ÎÏにÕ¼します。

ab®!"%&をインクリメント/デクリメントします。

É)ここで2�した !"の��KLは、このボタンをクリック
したとき、��KLが !"にü�されますから、I-V-L��
を�うúに、�ず、このボタンをクリックして !"のKLü�を
�っておいてください。
�}の��では、ここで2�した !"のKLは、 !"に~
$されません。

Excelシート�のカーソルを��0�に�Ñします。

���Üの!"%&による¢<を�なうäåにチェックを�けます。

���Üのそれぞれの!"%&を»¼します。

ª«¬pØのÊËの;<½¾を8みyみZ[します。
8みyまれる½¾は、��の½¾だけです。
ab®!"%&は「�ï」ボタンをVしていない�り�に8みyまれます。

RS-232Cの � ½¾を;<します。

�$�&を±²します。

��ç rを;<します。

¡a³�ディレィを;<します。

¢<のl�/ノーマルを;<します。

¢<��を±²します。

abcdª«のÐÑ�Óを�なうäåにチェックを�けます。

abcdª«データをExcelシートへ»¼するときのの�eき&を;<します。

ª«¬を��した -232Cのポート��を�<します。RS

ボーレートを;<します。

データビットを;<します。

ストップビットを;<します。

パリティーを;<します。

CD DSRライン/ ラインのチェックをします。
�は、チェックを�けないでください。

ª«¬のデフォールトに �½¾を;<します。
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ÊËのÕ¼と¢<をÄÅG、2³34します。 「 」をVＰＡＵＳＥ
したまま、「 」をVすと、ステップÑ�になります。ＳＴＡＲＴ
�§に「 」をVしたGに「 」をVしても、ステップPAUSE ＳＴＡＲＴ
Ñ�になります。 「 」を¨�すると、©�Õ¼モードにªPAUSE
«します。 「 Excel」タブが±²されたときのみ、¬7です。
PAUSE5は「ÁÂの­®」�で�<したÕ¼��を¯°します。

Õ¼/ を5Bします。¢<

L	を±zZ[に^り_えます。

HìÕ¼する³は、��Híを»¼し
HíÕ¼する³は、��Hìを»¼し
ます。 ²�のäåは、ÁÂ³tに�じ
そのÕ¼ÜにU�した�´の��Ü
にÐÑÒに;<されます。

­®するÁÂのú�がZ[されます。

µ¶ôの&Üは - アドレスをZわGP IB

します。ÁÂú�と - アドレスの;GP IB

<は、「ÁÂの;<」ボタンで�います。

Excel�のデータをHìとしてÕ¼するか、

HíとしてÕ¼するかを;<します。

また、「Hì Hí」を±²すると、HìÕ¼/
とHíÕ¼をîËしてÕ¼がz{です。

Excel�のデータをÕ¼する³のxÌを;<します。 Excel�の
データが「１００」で、「ｍＶ」を;<すると、100mVがÕ¼されます。

マニュアルレンジにチェックを�
けると、�<されたレンジに�<
したレンジで�にÕ¼が�われ
ます。 � ÓがZ[されますから、
レンジÜを»¼してください。
»¼したÜをÕ¼する�»な
レンジに�<されます。
2430でパルスÕ¼のäåは、
ここでの»¼は6\され、Excel�の�´Üから、�<レンジ
がÐÑÒに¬¼されます。

Excel�のデータのÕ¼ÄÅ³、ÁÂのÕ¼を にしてOFF
Õ¼を.Åします。 チ ェックを�けないと、.Å³、Õ¼
は�GのÕ¼Üで を½°します。ON

モデル2430だけのÁ{です。
チェックを�けると、Õ¼が
パルスÕ¼になります。
�ÓがZ[されますから、
パルスの³�¾を»¼して
ください。
パルスÕ¼にチェックを�け
ると、「½°³�」がパルス
¿õに^り_わります。
10Aレンジを­®するäåの�´パルス¾は、2.5msです。

Hì/HíのÕ¼½°³�を»¼します。
パソコンのタイマで³�をqrしますから
あまり"*ではありません。
2430でパルスÕ¼のäåは、パルス¿õ
に^り_わります。
0.05～9999�の:;で»¼できますが、
>のÕ¼½¾やパソコンのÂ{により、
0.05��Ãの³�はÄれないäåが
あります。
また、�¢<Âの¢<が½°³���を
§するäåは、¢<³�がÅ�されます。

「Excel」タブを&'した�、「 」ボタンで���び��を��します。START

� �する	
または	�#を、ùúにExcelシートに2�しておく��があります。

また、「��01」ボタンで、×rÎが��するExcelシート�のデータ01EGを

0�してください。

� ñü�をした�、「 」ボタンをクリックすると0�01から9:�Ê4にデSTART

ータが��され、その��vwが��のカーソル01に2�されます。

「��01」ボタンÓÔ

「 」��のとき、１つ�の¢<ÜをÆ�します。PAUSE

Ç¢<を�うäåに­®します。

Õ¼するデータ��ÌÍを�<します。

Excel�のカーソルをÕ¼したい��ÌÍに

Íいてこのボタンをクリックします。

0のテキストボックスに、カーソルÌÍがÐÑ

Òに»¼されます。

テキストボックスへは、È�、�»¼もz{で

す。 テキストボックスが²�の��では

「 」できません。¦ず、»¼が¦§です。START

¢<の¡a³�を;<します。0.01～10の

:;で»¼します。1.0よりzさい¡a³�

を»¼すると、¢<É«がÊöにËçします

からÌ@が¦§です。

2430のパルスÕ¼のäåは、0.01～0.1の

:;で»¼します。

ここでの»¼Üが¢<³�のÍさをÎ<し、

»¼z{な½°³�(パルス¾)にÏÐを

Ñえます。

Õ¼Ü;<G、¢<£¤までのÒÓ³�を»¼します。

Á Âの���の「ソースディレイ³�」にÔÕします。

²�にすると、¢<は½°³�のÖ×で�われます。

2430のパルスÕ¼では、ÐÑÒにパルスのÖ×ðaで

¢<が�われるため、ここでの»¼は6\されます。

¢<するレンジをØ<のレンジに�<す

るäåにチェックを�けます。

��のL	がZ[されたら¢<したい

レベルÜを»¼してください。そのレベル

が¢<z{な�»なレンジに�<されま

す。 2430のパルスÕ¼のäåは、¦ず

マニュアルレンジにする¦§があります。

Õ¼5にÁÂにエラーが@Aしたäå、Õ¼を5Bす

る½¾を;<します。��のL	で;<します。

「 」³のÁÂÕ¼��を�<します。PAUSE

「ÁÂ;<」でのÕ¼ ��の±²に�います。OFF

③	
 	���と、	
 	���KLをü�します。/ /

×MNのi�のÌÍにつきましては、2400シリーズにCÆする%ÏÐÑÒをÓÔください。

11/20

���3

��q�

�>�3
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「Excel」タブを±²し、データÕ¼を�うäåのリアルタイム�ÓのÎÚを;<します。
「Hì Hí」を±²したäåは、このÁ{は­®できません。/

グラフのタイトルを?@に»¼します。²�でもかまいません。


Ûのデータを�[します。


Ûのデータを�[します。


Û�Üの / を»¼します。²�のäå、オートスケーリングされます。ただし、��にÜを»¼し、�<スケールMAX MIN
にすると、�Óがl�に�われます。


Û�Üの / を»¼します。²�のäå、オートスケーリングされます。ただし、��にÜを»¼し、�<スケールMAX MIN
にすると、�Óがl�に�われます。

グラフqの;�

rs
�� マルチメータ� の;���( )

ïð¢<Âを2430úのパルスÕ¼とのÝ®で­®されるäå、パルス³�¾ôでïð¢<Âもà³に¢<することはできませんからごÌ@ください。
ïð¢<Âとは - でパソコンと��されている¦§があります。(�Ó)GP IB
ïð¢<Âから�られてくるデータのフォーマットは、 であり、ß&のデータのäå(Max10�)、データ�はコンマでà^られている¦§がASCII
あります。
Ì)�ての¢<Âとの � を½áするものではありません。

もし、ïð¢<Âからデータを�けxる³、クエリーコマンドを��に��する¦§がある³、ここに��する
クエリコマンドを»¼します。ほとんどのäå、²�で です。OK
もし、マルチメータが コマンド#ãのものでしたら、��のコマンドのどれかが­®されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

ïð¢<Âのデータ��³にトリガが¦§な³、チェックをつけます。

ïð¢<Âの - アドレスを;<します。GP IB

xりyんだデータに、��æ¼を�ったG、Excelへ»¼します。
Excelへの»¼Ü = ( ¢<Âデータ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ»¼する��をここに»¼します。
²�のäå、「ïð¢<Â」が»¼されます。

¢<£¤�に、¢<Âに��するコマンドがあるäåは、ここに»¼します。 ファンクションやレンジ^_えのコマンド
を»¼します。 � は²�です。

¢<Âのデリミタを;<します。 � は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「?@コマンド」からトリガのÎÚを±²します。GET TRG
� は、「 」の±²をします。GET

「?@コマンド」を±²したäåは、トリガコマンドをテキストボックスに»¼します。

ïð¢<Âのデータにæ¼ rを�うときにチェックします。 ß&のデータが��されたäåは、その�ての
データに、��に»¼したæ¼が�われます。

ïð¢<Âのデータを&Üとしてíうか、îïとして

íうかの±²を�ないます。

�は、「&Üデータ」に;<します。

ïð¢<Âからß&のデータが��されるäå、

データのà^りîïを�<します。

2ðÒには、「コンマ」が­®されます。

1.2341V OFF 25.4560
DCV ACV

DCI ACI

GP IB-

2400 DMM
AB��Î

¢<5、¢<Üが�にExcelシートZ[され

るように、ExcelシートをÐÑÒにスクロールし

ます。 ¢<5の�Óを�っているとき、グラフ

がスクロールによりñれてしまいò}åなä

åは、チェックをïして¢<をスタートします。

オートゼロを にします。ON

2400の;<��をデフォールトの;<にôします。

(2400のxí���を ¡)

»¼した�ての½¾をロードõびセーブします。

グラフç、��を ¡

ïð¢<Â、��を ¡

¢<する��にチェックを

�けます。 チ ェックを�け

るとà³に、その¢<Üを

Excelへ»¼する³のxÌ

を�<します。2430のパル

スÕ¼³はどれか1つの±

²しかできません。

¢<Üを���ÎÏへ»¼するか、�ÎÏ
へ»¼するかの±²を�います。
abデータをxりyむäå、Excel2003��
では、�ÎÏを�<するとシートの÷&がò
øしてエラーとなります。�eきするか、�Î
Ïを�<してください。

¢<£¤からのùú³�をExcelシートへ»¼します。
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④

⑤

I-V-L( ) ! ��Z、 !"データ%�のパスÊË

×��ステップcに、Zúにゼロ��を��します。

I-V-Lの��において、	
を9:��させ、	�と !がt�していきますが、	
レベルがQい�、 !"の��に��な�>な !がkいため、

 !"の �によっては、 !��にXくの�3を�します。

このk�な�3を��するために、このQ	
��での !��をパスすることができます。

�ñの��から、ソースメータ��#による !��を��する ¡を0�します。 � �#がこの ¡に2ったとき、 !��を�います。

g>の��#を0�したçâは、 でrNします。OR

 !��を��するKLを0�します。

×ステップ��cに、そのZúにゼロ��を�います。
もし、	
��のçâであれば、STの¢pはショート��となり、
キャリアの]�を�います。
	���のçâは、ゼロ��は、STの¢pがオープン��をi�します。

	


�3

���� ステップ��úのゼロ��

¢<

¢<
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⑥ I-V-L( ) ! ��vwの�

「�」Ê4でのèé !の��vw�

「6」Ê4でのèé !の��vw�

「6」Ê4での>? !の��vw�

:

:

¤¥¦は、ùúにキー2�した
��	�#リストです。

¤¥¦は、ùúにキー2�した
��	�#リストです。

:
¤¥¦は、ùúにキー2�した
��	�#リストです。

:

:

:

:

bソフトがyz`aした
グラフ。I-V

bソフトがyz`aした
	� >? !グラフ。-

���、Excel2007で
3Dグラフ§した�

���、	�- !を
グラフ§した�
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��	
で�り�し��の��
	
または	�を¨�にしたままで、0�した=>の��を9り:します。��Z、ùúに2�した��KLに©ªするとyz{に

S«を��します。���334は「���3」でü�します。

2<Õ¼で�り し¢<を�うためには、 シートのセルに「Õ¼Ü(¢<û&)」を»¼し、そのセルÌÍをExcel

Õ¼ÌÍに�<します。ü¢<は「½°³�」で»¼した³�ýに¢<を�り します。

þえば、 の2<Õ¼で、 ûの�り し¢<を�うäå、「 ( )」と»¼します。5V 100 5 100

のバージョンによっては、��の»¼ÎÚで が»¼エラーを@Aするäåがあります。そのäåは、Excel Excel

��に「アポストロフィー」(シングルコーテーション)を»¼し、そのGろに「 ( )」を»¼してください。5 100

þ 「 ' ( )」5 100

¢<ÆÇが»¼されたþ。

�<した¢<û&、または、��に;<した.Å½¾で^_を.Åします。

kmxyとklxyを{|してxyする��

「Hì Hí」を±²します。/

Õ¼HìまたはÕ¼Híをこの÷に»¼します。

��Hìまたは��Híをこの÷に»¼します。

0÷に»¼したHì HíのxÌを�<します。/

HìÕ¼のäåは、��のxÌから±²して»¼します。

「 」 「 」 「 」 「 」uV , mV , V , kV

HíÕ¼のäåは、��のxÌから±²して»¼します。

「 」 「 」 「 」 「 」uA , mA , A , kA

0÷に»¼したHì HíのxÌを�<します。/

HìÕ¼のäåは、��のxÌから±²して»¼します。

「 」 「 」 「 」 「 」uV , mV , V , kV

HíÕ¼のäåは、��のxÌから±²して»¼します。

「 」 「 」 「 」 「 」uA , mA , A , kA

このÌÍをÕ¼ÌÍ

として�<します。

xykmklを シートに�yする��/ Excel

Excelシートに��する	
と	�を®�して2�することにより、	
��モードと	���モードをhりiえながら��することがMNに

なります。 た だし、��モードが¯°になる�に��は¨± になります。 モードhiえ�、��を²! にしてe³を´Yします。OFF ON

⑦ そのýの��rN
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マイクロ�����の��� への"#$

%�&の'(� ��

^_£¤�に、 H½¾を»¼します。

2400の¢<Á{で¢<された「Hì」「Hí」です。

ïð¢<Âで¢<されたH�のö÷Hìです。

グラフ�ÓÁ{で、
Û「ùú³�」と
Û「ö÷Hì」を�Óしたþです。

H½¾は、 シート�の?@のÌÍに»¼がz{でが、¦ず
ÎÏに»¼してください。 » ¼した��ÌÍをÕ¼ÌÍとして�<してください。Excel

HìまたはHíのどちらかを&Üで»¼します。

"<"と">"で;んでØ�なコントロールがz{です。 "<"と">"で;まれたðaに»¼z{なîï÷は�の りです。

< > , < > , < . > , < > , < の»^な コマンド>OFF ON WAIT PASS GPIB0 5 2400

< >は、 のÕ¼を にします。 の��は、「ÁÂの;<」ボタンから「Õ¼ ��」で��に;<します。OFF OFF OFF OFF2400

< >は、 のÕ¼を にします。ON ON2400

< . >は、その�で . �`ちます。 . のÜはÐ�に��z{です。 と&Üの�はスペースが¦§です。WAIT WAIT0 5 0 5 0 5

< >は、その�をスキップします。PASS

< の»^な コマンド>は、"<"と">"の�に»¼されたîï÷を に、そのまま��します。ò»^なîïを»¼すると、 :でエラーが2400 2400 2400GPIB

@Aし、^_を>�できなくなりますからò®@に­®しないでください。

">"のGろに�いて" "を»¼すると、その�の rを.ÅG、Èちに¢<を�います。MEAS

2400 2400 2400ただし、< >で のÕ¼を に;<してあるäå、 の¢<Á{も になるため、 の ��では、ïð¢<Âの¢<だけが�われます。OFF OFF OFF OFF

< >で、 のÕ¼を にôしたGは、 のôð¢<も�われます。ON ON2400 2400

��を����する��について。
Õ¼5にÁÂにエラーが@Aしたäå、Õ¼を5Bす

る½¾を;<します。

2400のôð¢<Üを»¼します。

ここに»¼したÜをïれると^_をÐÑÒに5Bします。

HìÕ¼では、HíÜを»¼します。

HíÕ¼では、HìÜを»¼します。

��Ü、��Üの�Îまたは、どちらか2Îを»¼します。

²�は <を�いません。

この <を¬7にするためには、その¢<Á{にチェックを

�ける¦§があります。

ïð¢<Âの¢<ÜにUする <Üを»¼します。

ïð¢<Âでの¢<を�わないと、ここでの»¼は67に

なります。
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Hìスイープ/Híスイープを^り_えます。

スイープスタートHì/Híを»¼します。

スイープストップHì/Híを»¼します。

スイープのäåスタートとストップの" のLOG

ÊÂはàじにしてください。

LINスイープの³、ステップHì/Híを»¼し

スイープの³、aWステップ&を»¼しまLOG

す。�´2,500までのステップ&の»¼がz{

です。

­®するÁÂのú�がZ[されます。µ¶ôの&
Üは - アドレスをZわします。ÁÂú�と -GP IB GP IB
アドレスの;<は、「ÁÂの;<」ボタンで�います。

リニア/ログのスイープを^り_えます。

スイープスタート/ストップÜの»¼のxÌを
;<します。

スイープを£¤します。

HìÕ¼する³は、��Híを»¼しHíÕ¼
する³は、��Hìを»¼します。 ²�のäå
は、ÁÂ³tに�じそのÕ¼ÜにU�した�´
の��ÜにÐÑÒに;<されます。

チェックを�けるとÕ¼はオートレンジになり

チェックをïすと、 レンジ��に »¼�がZ[

されます。

Õ¼ÄÅ³、ÁÂのÕ¼を にしてÕ¼をOFF
.Åします。 チ ェックを�けないと、.Å³、
Õ¼は�GのÕ¼Üで を½°します。ON

モデル2430だけのÁ{です。
チェックを�けると、Õ¼がパルスÕ¼になり
ます。 � ÓがZ[されますから、パルスの³
�¾を»¼してください。
パルスÕ¼にチェックを�けると、「½°³�」
がパルス¿õに^り_わります。
10Aレンジを­®するäå、�´パルス¾は
2.5msです。

bdのスイープrNをfgした��

この「スイープ」タブが&'されている�に「ＳＴＡ

」をクリックすると、ü�したKLに¸ずき、rＲＴ

Îのü��、スイープを��します。

スイープº��、そのvwをExcel�に%'みます。

%'データは、��のカーソル01から�Ê4

に4かって2�されます。

²�のäåは、「 」レンジに;<されBEAT FIX

ます。&Üを»¼すると、そのÜを#む�zの

レンジに;<されます。

�は、²�にしてください。

ソースメータ��のスイープ��を$%した
�

�ªスイープでのスイープを�います。
ヒステリシス�の¢<に­®します。
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スイープ��vwが シートに2�されたヒステリシス���Excel

¢<データが&Üçして、

シートに»¼されます。Excel

ÐÑÒに ØÂが�Óされます。I-V

É このスイープでは、 !"との����はできません。)



Hì/HíのüステップでのÕ¼½°³�

を»¼します。 2430でパルスÕ¼のäåは、

パルス¿õに^り_わります。

0.002～9999�の:;で»¼できますが、

>のÕ¼½¾によっては、0.002��Ãの³

�は*½できないäåがあります。

¢<の¡a³�を;<します。0.01～10の

:;で»¼します。

2430のパルスÕ¼のäåは、0.01～0.1の

:;で»¼します。

ここでの»¼Üが¢<³�のÍさをÎ<し、

»¼z{な½°³�(パルス¾)にÏÐを

Ñえます。

¢<するレンジをØ<のレンジに�<す

るäåにチェックを�けます。

��のL	がZ[されたら¢<したい

レベルÜを»¼してください。そのレベル

が¢<z{な�»なレンジに�<されま

す。 2430のパルスÕ¼のäåは、¦ず

マニュアルレンジにする¦§があります。

オートゼロを にします。ON

Õ¼Ü;<G、¢<£¤までのÒÓ³�を»¼

します。 Á Âの���の「ソースディレイ³�」に

ÔÕします。

2430のパルスÕ¼では、ÐÑÒにパルスのÖ×

ðaで¢<が�われるため、ここでの»¼は6\

されます。

¢<する��にチェック

を�けます。 チ ェックを

�けるとà³に、その¢

<ÜをExcelへ»¼する

³のxÌを�<します。

スイープÑ�をÄÅし、¢<データをExcelシートに

xりyんだG、ÐÑÒに�Óを�います。

��のL	で、その�Ó½¾を»¼します。

, の�が²�のäå、オートスケールでMAX MIN

�Óが�われます。

※1

¢<ÒÓ³�の»¼が¬り、½°³�の»¼�が²�のäå

. は、「 」の;<になります。TRIG DELAY AUTO

※2

½°³�の»¼が¬り、¢<ÒÓ³�の»¼�が²�のäå

¢<³��が½°³�のÖ×に�るように、¢<ÒÓ³�を

ÐÑÒに¬¼し;<します。

. は、「0」に;<されます。TRIG DELAY

※3

½°³�、¢<ÒÓ³�の�Îの»¼が6いäå、

¢<ÒÓ( )、 . 
に、「 」にSOURCE DELAY TRIG DELAY AUTO

;<されます。

½°³�

¢<ÒÓ

¢<ÒÓ
パルス¾と でNPLC
ÐÑÒにÎまる。

NPLCで»まる

���3

NPLCで»まる

���3

AUTO ZERO-

のçâON

AUTO ZERO-

のçâOFF

AUTO ZERO-

のçâはkしOFF

( . )TRIG DELAY

( . )TRIG DELAY

パルス¿õ

パルス¾

※1

パルス¿õの»¼�が²�のäå、 . は「0」に;<されます。TRIG DELAY

DC��のçâのタイミングチャート½¾

パルス��のçâのタイミングチャート½¾

「ExcelデータのリアルタイムÕ¼」のäå、��の「½°³�」は、パソコン:で³�をqrしますから、lÉ«な³�はõ`できませんし、

� しごとの³�のばらつきも@Aします。

「ExcelデータのリアルタイムÕ¼」のäå、��の「パルス¿õ」は、パソコン:で³�をqrしますから、lÉ«な³�はõ`できませんし、

� しごとの³�のばらつきも@Aします。
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Excel�のデータを スイープとして��カスタム
この「 」タブが&'されている�に「 」カスタム ＳＴＡＲＴ

をクリックすると、ソースメータbdに�¿されている

カスタム��リストにaってスイープを��し、その

��vwをExcel�に%'みます。

%'データは、��のカーソル01から�Ê4に4か

って2�されます。

Excelシートより、HìÜとしてxりyむか、Hí
Üとしてxりyむかを±²します。

xりyむデータのxÌを;<します。
þえば、Excel�のデータが「100」で「mA」
を;<したäå、100mAとしてxりyまれ
ます。

Excel�の&Üデータを のソースメータ

メモリ へ�りyみます。カスタム 	


Excel�のÊËのカーソルÌÍから�ÎÏ
にデータのxりyみを£¤します。
セルが²�になるか、100�になると、
xりyみを.Åします。
xりyんだÆÇは、�のÕ¼��に��
されます。

Excelシートからxりyんだカスタムスイープ
データ&がZ[されます。

カスタムスイープを£¤します。
ここでのスイープ½¾は、�て「スイープ」タブのL	
で»¼した½¾が�®されます。
・��Hí/Hì
・½°³�
・Õ¼レンジ
・¡a³�
・¢<ÒÓなどです。
ÐÑ�ÓÁ{はありません。

カスタムスイープとà³に¢<を�うときにチェック
を�けます。Hì¢</Hí¢<のどちらか2Îの
±²となります。

¢<ÆÇをExcelへ»¼するときのxÌを;<します。

��されているÁÂのú�をx�し、Z[します。

Õ¼と¢<の½¾を»¼するÁÂを±²
します。µ¶ôの&Üは - アドレスをGP IB
Zわします。ÁÂú�と - アドレスのGP IB
;<は、「ÁÂの­®」ボタンで�います。

ランダムjkでスイープした�

Õ¼Hì��

¢<Hí��

ソースメータ��のカスタムスイープ��を$%した
�
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�>. ¯iÎの�>�3は、 の70をfgします。A/D ' 'PLC

�g�j> の¾Àです。Power Line Cycle( )

この�3は、 ¯iÎ¦BのコンデンサをÁ	する�3です。A/D

は、�g�j>の1�Â>の�3です。1PLC

��では、 、 ��では、 を�します。50Hz 20ms 60Hz 16.7ms

��Ã!にÄÅを�ぼすノイズ�ÇのÈどは、�g�j>のÉ>uの�j>のAj	
です。

のÉ>uの�>を�うことによりノイズ�ÇのXくを�Êできます。PLC

ìしい	


ノイズË> �g�j>Ë>( )1PLC

A/D¯iÎには、「Ì:ÍÎ.」と「�>.」があり、bソフトがサポートする	
	�ÏÐÎは、「�>.」を
fgして��が�われます。

¯in!がnいため、Ñ�の	
��がMN。

	
のÑ�#を��することがN{。

オシロスコープや、 ¯iボードなどにfgされる。A/D

¯in!はqい。

ノイズのÄÅをÒけにくいためÓ�した��がMN。

デジタルマルチメータ、;<"、ÔR	
	�"など

にfgされる。

2�$Õ
2�$Õ

D/A¯iÎ

	
ÍÎ=Ö

【×Ý】
コンデンサにÁ	して、]	する�3を"る

①�>. ¯iÎA/D

�>=Ö

②Ì:ÍÎ. ¯iÎA/D

【×Ý】
¦B ¯iÎとのÍÎにより��する。D/A

A/D���について

�	 �「 」とはPLC
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